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生活習慣病（心不全、糖尿病、慢性腎臓病等）、がん、精神疾患、特にこ
れらを複数併せ持つ状態（multimorbidity）に共通する基盤病態を解明
し、診断・治療へ応用することを目指しています
慢性炎症の基盤となる造血幹細胞・免疫系の変化、多様性の解明
マクロファージによる組織恒常性の維持とその変調による恒常性破綻機構の解明
神経・代謝・免疫の連携による恒常性維持と病態誘導機構の解明

様々な研究手法を用いて疾患の新しい動作原理を明らかにするため
研究に邁進しています。詳しくは  http://plaza.umin.ac.jp/manabe
興味のある方はいつでもimanabe@chiba-u.jpまでご連絡下さい。
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